
日伯協会創立90周年記念

　　　　　　　　　　　　　　　　 海外移住と文化の交流センター １階特別展示場
　   開場：午前10時～午後5時（入場は午後4時30分まで）  休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）
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神戸市中央区山本通3丁目19-8

海外移住と文化の交流センター

○電車：ＪＲ・阪神電車「元町」東口より鯉川筋を北へ
　　　 徒歩15分
　　　 神戸市営地下鉄「県庁前」より、徒歩10分
○神戸市営バス：「三宮駅前」または、「元町駅前」から
　　　 　系統に乗車「山本通3丁目」下車、北西へ徒歩3分
　　　 または「山本通4丁目」下車、東へ徒歩3分
　　 ＊お車の方は、当センター北側の有料駐車場を
    　  ご利用ください。

2016年秋季  移住ミュージアム企画展

入場無
料

90年前はこんな時代だった第1章

日伯協会は神戸財界人の情熱が生んだ第2章

日伯協会が最初に取り組んだこと第3章

いよいよ国立移民収容所が完成第4章

ブラジルが日本移民を制限第5章

戦後の移住再開に日伯協会が尽力第6章

神戸移住センターの保存が決まるまで第7章

JAPAN

BRAZIL

ここからブラジルへ
19万人が旅立った

88年を迎えた旧神戸移住センターと日伯協会90年の記録

神戸港での移民船の見送り風景
　戦前が約13万人、戦後は約6万人の移住者がブラジルへ旅立った。戦前は市内の小学生たちが見送
りに駆り出された。

日伯協会を作り育てた榎並充造
　バンドー化学を創業し、神戸女子薬学専門学校
（現・神戸薬科大学）を手掛けた榎並。「日本の将
来は海外発展にあり」と神戸財界を中心に同志を
集め、私財を投じて日伯協会の設立に尽力した。

完成したばかりの国立移民収容所
　スチーム暖房と水洗トイレを備え、まるで高級ホテル。全国から集
まった移民はここで健康診断を受けブラジルへ渡る準備をした。「神
戸移住教養所」「神戸移住あっせん所」「神戸移住センター」から現在
は「海外移住と文化の交流センター」。
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